
国擦化に対臨した麗業教育

-，ビジネス英語Jの実銭報告-

しはじめに

商業の科目は現行の学習指導要領では21科目で構成さ

れている。従前の「高等学校学習指導要領解説商業編j

においては、商業に関する科目18科目を、商業経済科目

群、簿記会計科目群、事務科目群及び情報処理科目群の

4科iヨ群に分類していたが、「課題研究」、「国際経済jの

新設に伴って、商業経済科呂群を流通経済に関する分野

と I~際経済に関する分野に分けた。現行の学習指導要領

では、サービス経済化、国際化、情報化に代表される産

業経済の変化は、産業構造、就業構造、消費構造の面に

著しい変化を及ぼし、その対応に寵意して改善されたも

のある。その中で、特に国際化の進展は商業の各分野に

わたって関連し、また、正しい国際理解に基づいた経済

や流通の国際化に広く理解を図る必要がある。 1)

商業科手塚雅之 山 田 将 与

2.研究の自的

現在の「高等学校学習指導要領解説商業編jにおいて、

どのような科目に国際化に対応した内容が含まれるか見

てもらいたい。「英語実務Jをはじめ、「流通経済ム「商

品ム「マークティングム「高業経済j、「経営J、「商業法

規J、1国際経済J、「文書処理j以上の科目において国際

化について扱っている。やはり、国際化と言うだけあり

多くの科目で国際化について扱っている。その中で、「英

語実務」は商業科目でありながら非常に「外国語jに近

い商業科目の唯一の科目である。そこで、本校高業科に

おける「英語実務(ビジネス英語)Jの指導方法、実践を

報告していきたい。 2)

新!日科目対応表

I1騎手 改 改訂前 備 来J I1買序 改 改訂前 官詰 考

1 流通経済 商業経済 I 名称変更 12 商業法規 商 業 法 規

2 簿 記 簿簿記記会会計計III 統 l仁Lコ 13 英語実務 貿易英語 名称変更

3 情報処理 情報処理 i 名称変更 14 国際経済 弱? 三丘lX L 

4 計算事務 計算 務 15 工業簿記 工業簿記

5 総合実践 総合実践 16 !l工斗三 簿記会計II /ノj- 商t

6 課題研究 新 三日九又 17 税務会計 税務会計

7 商ー 口口口 商 r:l口口 18 文書処理
文

ン務グ 統 メIコふ
タイ

8 マーケティング マーケティング 19 プログラiング 情報処理II 分 湾住

9 商業デザイン 商業デザイン 20 情報管理 情報処理II /ノj- 離

10 商業経済 商業経済II う} 離 21 経営情報 経営数学 名称変更

11 経 戸品えら 商業経済II 分 離 1) 図 2 教組科織 の 科 目
若手 1) 

-103-



1) 

教科の組織

科目群 分野及び学科 該当科目

流通経済分野 流通経済、計算事務、商品、

(流通経済科) マーケティング、商業デザイン、

商業
商業経済、経営、商業法規

.....・ ・ ・ ・・・ ・ ・・・・・・ ..•.•.••••.••.•••. 

国際経済分野 英語実務、国際経済
I~司

(国際経済科)す
る

簿記会計科目群
各分

簿記会計分野 簿記、工業簿記、会計、

野 (会計科) 税務会計

情報処理科目群 商業科 情報処理分野 情報処理、文書処理、

秋情報処理科) プログラミング、情報管理、

経営情報

総合学習科目群 総合実践、課題研究

( 2 ) 科告の内容

従前の「貿易英語」は、貿易取引に必要な英文の文書

を読解し、作成する能力や応援及び商品販売に必要な英

「英語実務jの内容3 

会話の基礎的能力を養うことを目標においていたが、経

済を中心とした国際化が進む中で、正しい国際理解を深

科目の歴史

昭和23年に始まる新制商業高校、厳密に言えば戦後の

教育教育改革に基づく高等学校での商業教育にさかのぼ

、、、
.2a'''

t
tム

J''t
、、

める能力と態度を養う学習を一層充実する必要が生じて

きた。そこで、「英語実務」は、「貿易英語」の指導内容

を発展させ、英語を通して商業に関する実務に対応する

能力や、英語によるコミュニケーション能力の育成を図

り昭和23年にはまだ「英語jは独立した地位を与えられ

ず、専門教育の一部にとどまっていた。昭和25年のわが

国初めての高等学校学習指導要領の商業科編が試案の形

で発表され、「英語jを含む外国語が独立の教科に戻り、

2) 

指
導
要
領
第
日

(2)ビジネスの会話

(4)国際経済情報

1 毘標

英語を通して商業に関する実務を行うための知

識と技術を習得させ、国際理解を深めるととも

に、英語を経営活動に役立てる能力と態度を育

てる。

2 内容

(1)外毘人とのコミュニケーション

(3)ビジネスの文書

(5)英語実務実習

り、豊かな国際性を養うことを目標としている。

英語実務

商業教育として「商業外居語」が残ったのが始まりであ

る。当初の「商業外国語」の時代は、英語のみならず中

国語なども含み、しかも読み・書き・開き・話す 4領域

がおさえられていた。その後、内容が英語に限定され、

会話の領域が切れたり、それが別科目となって新設され

たり、再び吸収されたりという経緯をたどりながら現在

〈

S
お
〉

八
日

l
v

八

smω
〉

〈

S
必
〉

〈

S
訂
〉

に至っている。

4.本校における「英語実務」の状況

( 1 ) 選択者数について

平成 7年度より総合科学科の選択科目として開設して2) 
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いる。 ド記の資料を見てもらうと分かるが年々選択者が

増加しているのが分かる。平成 9年度より 40名を超える

選択希望者がいて商業科教員(専任 l名・諮師 1名)の

2名体制で授業を展開している。平成10年度の希望調査

の段階では平成 9年度を上回る選択者がいるため商業科

教員(専任]名・講師 2名)で対応してしユく予定である。

選択者数と教員数

( 2 ) 科自について

平成 7年度、 8年度については一橋出版「英語実務j

を使用し講義中心に授業を展開してきた。平成 9年度よ

り選択者人数が40名を超えることもありさらには 2名体

制になることもあり大幅に内容について改善を加えるこ

とにした。商業教育において「英語実務Jは「流通経済j

や「簿記Jと同じように商業に関する科目である。講義

による i英語実務jで良いのであろうかという疑問が浮

かんだからである。選択をした生徒の方は商業の科目で

あるということを知っている生徒がほとんどであった。

商業における「英語実務Jの目標は、「話すことム「書く

ことム「読むこと、聴くこと」など広い範囲にわたって

英語を経営活動に役立てる能力と態度を育成することを

ねらいとされているのである。そこで、従来の講義中心

の「英語実務」の内容を改め、商業に関する広い知識と

能力を育成するため実習中心の「英語実務」に改善する

ことにし平成 9年度より実施している。

( 3 ) 科目の指導内容

本校では、選択科目はすべて 2時間連続で授業を行っ

ている。そこで、平成 9年度選択者46名を二つのグルー

プに分けて授業を行っている。 1時限目は、全員で「英

会話ソフトを使用してのビジネス英会話演習ム 28寺限目

は、「ビジネスに関する知識(教科書使用)Jと「視聴覚

教材を使用したビジネス英会話演習」の二つの内容とし

た。 2時限目は二つのグループが 1週交代で二つの内容

を学習するようにした。

( 4 ) 英会話ソフトを使用しての

ビジネス英会話演習

市販用のソフトを使用して l時限は二つのクゃループ合

|可で授業を展開している。商業に関するソフトというこ

とで海外旅行に必要な基本的な表現がカバーできている

物を選択し使用している。

授業の展開方法としては、選択者46名の生徒を 3時間

一展開として 4人のク守ループを作り、そのグループは 3

週間にわたり一緒に協力をするメンバーとなる。一単元

を3時間使うことにより終了する計画を立てた。

① l週iヨの授業展開

・4人のクゃループに分かれて着席をし、英会話ソフトを

使用して本文を間く。(本文をゆっくり自で 2回流す。)

.本文の内容に関しての質問を 5向程度行う。

(本文を 2回ほど質問に関する鐙|所を止めながら流

す。)

・本文に関する質問の解答及び解説

.グループ内おける役割分担

-次回の説明

1~自に使用するプリントの例

「し/.A ト モ ラ ニ / て き タ7 主主1:':J 

教員 1司

何時よりショーは始まりますか。

1. ( 

今日の料理のお勧めは何でしょうか。

2. ( 

料理には何がついてきますか。

3. ( 

サラダにはケンジは、何のドレッシングを注文しましたか。

4. ( 

サラダにはマコは、何のドレッシングを注文しましたか。

5. ( 

食事の前 4こ何の欽み物を注文しましたか。

6. ( 

食事の後に何の飲み物を注文しましたか。

7. ( 

② 2週自の授業展開

・前回の復習及び解説(本文を 1回流す。)

-穴埋めのプリント配付(本文を 2回流し穴埋めのプリ

ントを完成させる。)

-穴埋めプリントの解答及び解説

.商」業に必要な知識の解説

・グループに発表(本文を見ながら)
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2i@目に使用するプリントの例

rレストランで夕立役 J

底員。 Good ( ) . May I help you? 

マコ白 Yes，I have a ( ) . The name i s Yosh i da， Mako Yosh i da. 

Q;員:Yes， Miss Yoshida，問'vebeen expec¥ing you. This way， please 

応員 Thisone is yOlJr table. You can have a good view of our show 

from here. The show s¥arts a¥ ( 

マコ:Th i s i s f i ne， ¥ hank you 

応員。 Pleaselet me know when you are ready ¥0 order 

ケンジ Er..・官ha¥'s ¥he chef' s special i ¥y today? 

Q;員:I t' s ( ) s¥roganoff. 

ケンジ Sounds good. I ¥h i nk l' 11 have i ¥. 

j富民( ) . please. The wai ter wi 11 come ¥0 ¥ake your order. 

j苫員 2: ExclJse me. may 1 have your order? 

ケンジ‘胃e'11 have beef stroganoff the chef' s special i ty ¥oday 

底員 2: 1¥ comes wi¥h a ( ) salad. What dressing would you like? 

ケンジ Thousand 1 s 1 and， p 1 ease. 

マコ l'11 have v i negar and 0 i 1 

活員 2 官ouldyou 1 ike anything to drink before dinner? 

ケンジ Yes， a glass of house ( ) • please 

マ コ Thesame for me. please. 

ケンジー胃e'11 have ( ) after dinner. That i¥. 

応員 2: All right. and thank you. 

③ 3週自の授業展開

・前回の復習及び解説(本文を 1回早めに流す。)

・グループによる発表(本文を暗記して)

・日本語訳をソフトを使い解説

このように、一単元を 3時間使い、授業を展開してい

ます。単元ごとにクゃループを変えることにより異学年学

習の効果があると考えられます。生徒の方も後期に入り

ようやくこの方法にも慣れスムーズに動いていると思わ

れます。コンピュータを使用することにより従来の視聴

覚機器では面倒であった巻き戻しなど時間の無駄が少な

くなったと思える。また、会話のスピードなど自由に変

えることができるので生徒の能力に合わせた指導ができ

る利点、があります。

( 5 ) ビジネスに関する知識

2 E寺限自に行う一つである。ビジネスに関する知識で

は、一橋出版「英語実務jの教科書を使用して主に「オ

フィスワークム「取号iと実務」、について実習を踏まえな

がら講義を行っている。「オフィスワークJでは、国際化

の進展に伴い、各会社で必要となるオフィスワーク(英

文による手紙の書き方、国際電話のかけ方、英文財務諸

表の作成方法)について学習させる。「取引と実務Jで

は、英語実務実習を学習させる。その中で「オフィスワ

ークjの中で学んだ英文による手紙の書き方の実践とし

て海外実習取引実習(個人輸入)を行った。その他、授

業を使い、ワープロによる英文の作成の実習を行った。

( 6 ) 視聴覚教材を使用したビジネス英会話演習

2時限自に行う一つである。視聴覚教材を使用したビ

ジネス英会話演習では、 1 E寺限自に行う応用編として似

かよった内容で授業を展開している。 1持限目との違い

は、選択者46名を 2つのグループに分けて授業を展開す

るため、少ない人数で授業を展開できる点に利点がある。

生徒の方も 11浪自に授業の展開方法など'慣れているので

授業はスムーズに展開している。 1時眼目との違し刈ま日

本語訳はこの時限では行わず、場面の状況、登場人物の

動作などを中心に理解をさせることにしている。 2時間

をー単元として授業を進めている。 2時限目は、「ビジネ

スに関する知識jと「視聴覚教材を使用したビジネス英

会話演習Jを交代で学ぶのである。

視聴覚教材を使用したビジネス英会話で使用するプリン

トの{列

Lesson 2 

「ヒ申-/ニネ?三芸定立高一」

VTRを利用した;J.f習

年 組 委主会

@場所、場仮設定、登場人物、会話の内容、やワとり

あらすじ

5 .生徒の反応、

本年度、「英語実務(ビジネス英語)Jを選択した生徒

へ今後の科目の内容改善のためにアンケートを実施した。

結果を見てみるとほぼ、授業の内容は適当であるとの意
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見が大多数を占めていた。進度についてもこのくらいの

進度で適当であることが理解できる。「視聴覚教材を使用

したビジネス英会話演習」については内容が難しいとい

う意見もあり、今後、改善していかなければならない点

だと考えられる。本年度の意見を参考に来年度以i峰、工

夫を入れていきたいと考えている。生徒の方もなぜこの

科目を選択したかという向いに対してはほとんどの生徒

が将来必要になるかもしれないと記入していた。

( 1) r英会話ソフトを使用してのビジネス

英会話演習jについて

ア. (内容について〕

難しい

適当である

易しい

21% 

66% 

l3% 

イ. (授業の進度について]

るあで

い

当

早

適

l3% 

74% 

13% 遅い

( 2 ) 「ビジネスに衡する知識Jについて

(教科書使用)

ア. [内容について}

難しい 32% 

適当である 61% 

易しい 7% 

イ. [授業の進度について}

早い 5% 

適当である 87% 

8% 遅い

( 3 ) 「視聴覚教材を使用したビジネス

英会話演習jについて

ア. [内容について〕

難しい 47% 

適当である 47% 

易しい 6% 

イ. [授業の進度について]

るあで

い

当

早

適

21% 

71% 

8% 遅い

6 .おわりに

本年度より、「英語実務(ビジネス英語)Jの内容を大

幅に改善し、授業を展開してみたが当初考えていたほど

大変ではなかった。この授業の改善には商業科専任の先

生方や担当者 山田将与先生の協力もあり実行できたと

考えています。また、文部省主催 産業教育新技術等講

習会の「英語実務」の指導に関する講義と の参加も

大きな参考となった。講習会には全国より 20名の商業科

の先生方が参加され、 5日間「英語実務」について実習

を中心に行った。講習会に参加される先生方は勤務校で

「英語実務jの授業を担当され同じような考えをもたれ

た先生方で講習を終え各学校で実践を行われると思いま

す。講習会に参加をし今までの「英語実務」では改善を

必要とすると思い今回の実践を行いました。今後、選択

者の問題も出てくると考えられる。本年度は、選択者46

名で 2グループに分けることに展開できたが、来年度以

降、選択者が増加すると複数時間関諮せざる得なくなる

と考えられる。教科においても検討してし功〉なければな

らない課題とも言える。最後に本校の「英語実務(ビジ

ネス英語)Jの授業が万全であるとは思いません。まだ、

改善する点は多々あるともいます。これから国際化が進

んでいく中で必ず必要となってくる知識だと思っており

ます。改善を加えながらよりよい教科指導を考えていか

なければならないと思います。
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